
　
６
月
、
福
岡
県
苅
田
町
で
新

た
な
発
電
所
が
操
業
を
開
始
し

た
。
再
エ
ネ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
る

発
電
所
だ
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

は
、
間
伐
材
や
農
作
物
の
残
渣

物
等
を
基
に
作
ら
れ
た
、
木
質

ペ
レ
ッ
ト
や
パ
ー
ム
椰
子
殻

（
Ｐ
Ｋ
Ｓ
）
、
木
質
チ
ッ
プ
な

ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
燃
焼

し
、
そ
の
熱
を
利
用
し
て
電
気

を
起
こ
す
発
電
方
式
。
木
な
ど

の
植
物
は
燃
や
す
と
二
酸
化
炭

素
を
排
出
す
る
が
、
生
育
過
程

で
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
た

め
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
は
ゼ
ロ

と
な
り
、
実
質
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
な
い
と
さ
れ
る
。
燃

や
し
て
も
二
酸
化
炭
素
の
増
減

に
影
響
を
与
え
な
い「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
い
た
発
電
方
式
だ
。

　
苅
田
町
で
操
業
を
開
始
し
た

「
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」

は
、
出
力
規
模
が
約
75
・
0

M
W
、
年
間
送
電
電
力
量
が
一

般
家
庭
約
17
万
世
帯
の
年
間
使

用
電
力
量
に
相
当
す
る
約
５
０

０
G
W
h
だ
。
こ
れ
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
と
し
て
は
国
内
最

大
級
の
も
の
で
、
苅
田
町
全
世

帯
（
２
０
２
０
年
時
）
の
約
10

倍
近
く
も
の
発
電
量
と
な
る
。

数
字
上
で
は
苅
田
町
の
電
気

は
、
再
エ
ネ
の
み
で
優
に
賄
え

る
計
算
だ
。

運
営
主
体
は

東
京
に
本
社

を
置
く
レ
ノ

バ
。
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に

は
燃
焼
方
式

に
よ
り
い
く

つ
か
の
種
類

が
あ
る
が
、

苅
田
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所

は
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
駆
動
と
呼
ば

れ
る
方
式
。
同
社
は
こ
の
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
駆
動
の
発
電
所
を
２

０
１
６
年
に
秋
田
市
で
操
業
を

開
始
し
て
お
り
、
実
績
を
積
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
、
徳
島
市
、

石
巻
市
、
仙
台
市
、
御
前
崎
市

の
４
カ
所
で
同
規
模
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
を
建
設
中
で
、
多

く
の
人
材
と
知
見
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
。

　
発
電
所
の
建
設
・
操
業
に
伴

う
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。
海
外
か
ら
輸
入

さ
れ
る
燃
料
に
よ
る
港
湾
や
物

流
の
活
性
化
、
機
械
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
多
岐
に
渡
る
分
野
で

雇
用
な
ど
へ
の
プ
ラ
ス
効
果
が

見
込
め
そ
う
だ
。
ま
た
、
全
燃

料
の
10
％
に
あ
た
る
未
利
用
材

は
、
九
州
北
部
で
生
産
さ
れ
た

も
の
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
林

業
に
も
好
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を

起
爆
剤
と
し
て
、
再
エ
ネ
が
九

州
全
体
に
広
が
り
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
減
少
に
つ
が
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
、

地
元
九
州
の
企
業
も
多
く
は

携
わ
っ
て
い
る
。
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
株
主
と
し
て
参
画

し
て
い
る
の
が
苅
田
町
に
本

社
を
構
え
る
「
三
原
グ
ル
ー

プ
」
だ
。
設
備
の
建
設
も
担

い
つ
つ
、
地
元
事
業
を
強
力

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

代
表
取
締
役
社
長
で
苅
田
商

工
会
議
所
の
会
頭
も
務
め
る

三
原
茂
氏
は
、   「
発
電
所
の

建
設
・
運
営
と
い
う
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
地
元
の
支
援
・
協

力
な
く
し
て
な
し
得
な
い
、

と
い
う
信
念
の
も
と
参
画
し

た
。
苅
田
町
を
代
表
す
る
企

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
域

の
方
々
と
と
も
に
支
え
合
い
、

力
を
合
わ
せ
て
地
域
貢
献
を

果
た
し
た
い
」
と
語
る
。
ま

た
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
に
も
期
待
を
込
め
る
。「
バ

イ
オ
マ
ス
を
燃
料
と
し
た
発

電
事
業
は
脱
炭
素
社
会
に
向

け
て
の
先
進
事
業
だ
。
そ
の

事
業
を
苅
田
町
で
展
開
す
る

こ
と
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
の
集
積
地
・
大
拠
点
地

域
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
企
業

誘
致
に
お
い
て
、
こ
れ
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
今
後
の
進

展
に
も
期
待
し
て
い
る
。
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

地
域
経
済
の
後
退
、
雇
用
の

損
失
、
商
業
事
業
者
の
経
営

破
綻
が
増
加
し
続
け
て
い
る
。

本
事
業
が
地
域
の
成
長
を
促

す
と
と
も
に
安
定
的
な
雇
用
・

地
元
商
業
の
活
性
化
な
ど
大

き
な
貢
献
と
成
果
を
成
し
え

る
こ
と
が
で
き
た
」

　
燃
料
調
達
で
の
面
で
も
地

元
企
業
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
で
は
、
全
燃
料
の
う
ち

10
％
を
九
州
北
部
で
生
産
さ

れ
た
未
利
用
材
で
賄
う
。
大
分

県
日
田
市
に
本
社
を
構
え
る「
日

本
フ
ォ
レ
ス
ト
」
と
福
岡
県
須

恵
町
に
本
社
を
構
え
る
「
中
山

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
」
が
、
未
利

用
材
の
供
給
元
だ
。
日
本
フ
ォ

レ
ス
ト
の
代
表
取
締
役
社
長
で

あ
る
森
山
和
浩
氏
も
、
新
た
な

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
の
木
材

重
要
に
期
待
を
寄
せ
る
。

「
当
社
は
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
に
、
主
に
大
分
県
北
部
の

山
林
未
利
用
材
に
由
来
す
る
木

質
チ
ッ
プ
を
年
間
約
３
万
ト
ン

納
入
す
る
予
定
だ
。
こ
の
数
字

は
、
森
林
を
健
や
か
に
保
つ
上

で
適
切
な
量
で
、
森
林
整
備
が

進
む
の
で
は
」
と
意
義
を
語
る
。

　
中
山
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
で
代

表
取
締
役
社
長
を
努
め
る
中
山

智
氏
も
「
未
利
用
材
の
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
が
進
む
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
は
林
地
に
放
置
さ
れ
て

い
た
木
材
が
販
売
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
素
材
生
産
業
者
や
、

木
材
運
搬
業
者
は
、
伐
採
・
運

搬
す
る
数
量
単
位
で
請
け
負
う

こ
と
が
多
い
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
材
の
取
扱
い
数
量
分
、
売
上

が
増
加
す
る
。
今
後
も
仕
事
量

の
増
加
傾
向
が
続
く
の
で
は
な

い
か
」
と
予
想
す
る
。

　
ま
た
、
両
社
と
も
林
業
活
性

化
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も

望
ん
で
い
る
。「
苅
田
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
操
業
開
始
に
よ

り
、
木
材
の
新
た
な
需
要
が
創

出
さ
れ
た
。
需
要
が
増
え
た
こ

と
に
伴
い
、
森
林
の
整
備
が
進

み
、
林
業
が
魅
力
あ
る
職
場
と

な
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
た

い
」（
森
山
和
浩
氏
）。「
木
材

価
格
は
一
般
的
に
需
給
バ
ラ
ン

ス
で
変
動
す
る
が
、
バ
イ
オ
マ

ス
用
の
木
材
は
価
格
が
一
定
で

大
き
な
変
動
は
な
い
。
そ
の
た

め
バ
イ
オ
マ
ス
材
が
木
材
価
格

を
下
支
え
す
る
効
果
が
あ
り
安

定
的
な
仕
事
の
確
保
に
つ
な
が

る
」（
中
山
智
氏
）。
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
は
林
業
に
と
っ
て
も
大

き
な
転
換
点
と
な
り
そ
う
だ
。

　
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
発
電
事
業

者
で
あ
る
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
社

長
兼
レ
ノ
バ
執
行
役
員
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

本
部
長
で
あ
る
大
出
賢
幸
氏
に
苅
田
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
や
再
エ
ネ
の
現
状
や
今
後

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
| 

発
電
事
業
者
で
あ
る
「
苅
田
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
」
と
は
？

「
東
京
に
本
社
を
構
え
、
再
エ
ネ
発
電
施

設
の
開
発
や
事
業
運
営
を
行
な
っ
て
い
る

レ
ノ
バ
が
主
体
と
な
っ
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
共
同
事
業
体
）
だ
。
住
友
林
業
、
ヴ

ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
全
国
で
事
業

展
開
す
る
企
業
に
加
え
、
九
電
み
ら
い
エ

ナ
ジ
ー
や
、
苅
田
町
に
本
社
を
構
え
る
三

原
グ
ル
ー
プ
な
ど
地
元
企
業
に
参
画
し
て

も
ら
っ
て
い
る
」

　
| 

主
体
で
あ
る
レ
ノ
バ
と
は
ど
う
い
っ

た
企
業
な
の
か
？

「
今
年
で
創
業
21
年
目
を
迎
え
た
再
エ
ネ

に
特
化
し
た
企
業
だ
。
太
陽
光
、
バ
イ
オ

マ
ス
、
風
力
、
地
熱
な
ど
地
域
の
特
性
に

適
し
た
再
エ
ネ
電
源
の
開
発
を
行
な
っ
て

い
る
。
運
転
・
建
設
・
開
発
中
の
事
業
は

国
内
外
で
25
（
取
材
時
時
点
）
あ
り
、
多

く
の
地
域
で
実
績
を
積
ん
で
い
る
。
福
岡

で
は
苅
田
バ
イ
オ
マ
ス
が
初
め
て
の
事
業

と
な
る
が
、
九
州
全
体
で
は
大
分
や
熊
本

な
ど
で
他
に
５
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
」

「
レ
ノ
バ
は
何
よ
り
も
地
域
と
の
『
共
存

共
栄
』
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
再
エ
ネ

は
地
域
の
自
然
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
。
地
域
住
民

や
企
業
の
理
解
を
得
て
、
そ
の
上
で
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
」

　
| 

地
域
の
理
解
を
得
る
上
で
必
要
な
こ

と
は
？

「
何
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
る
こ
と
。
し
っ
か
り
と
対
話
し
、
地
域

の
方
の
懸
念
点
を
理
解
し
、
そ
れ
を
ク
リ

ア
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
専
門
性
の
高

い
人
材
の
確
保
だ
。企
画
開
発
か
ら
調
査
、

設
計
、
施
工
管
理
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
専
門
家
を
社
内
で
抱
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
開
発
か
ら
運
転
ま
で
の
全
工
程

を
社
内
で
行
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

方
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
へ
の
対
応
も
社

内
で
完
結
で
き
る
た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
で

具
体
的
な
提
案
が
可
能
と
な
る
」

「
ま
た
、
発
電
所
を
作
っ
た
ら
終
わ
り
で

は
な
く
、
運
転
後
も
地
域
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
て
い
る
。
観
光
資
源
と

し
て
も
活
用
で
き
る
し
、
地
域
の
小
中
学

生
を
招
い
た
環
境
学
習
な
ど
に
よ
り
次
世

代
育
成
に
も
寄
与
で
き
る
。
実
際
、
他
の

地
域
で
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
と
て
も

良
く
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
発
電
所

に
付
加
価
値
を
与
え
る
こ
と
で
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

　
|
レ
ノ
バ
単
独
開
発
で
は
な
く
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
た
理
由
は
？

「
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
事

業
価
値
を
創
出
す
る
た
め
。
レ

ノ
バ
は
リ
ー
ド
ス
ポ
ン
サ
ー
と

し
て
事
業
を
主
導
し
つ
つ
、
主

に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
担
っ
て
い
る
。
住

友
林
業
は
燃
料
調
達
、 

ヴ
ェ
オ

リ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
は
保
守
管
理
、

九
電
み
ら
い
エ
ナ
ジ
ー
は
運
転

中
の
技
術
支
援
、
三
原
グ
ル
ー

プ
に
は
建
設
や
地
域
関
係
者
と

の
連
携
の
面
で
協
力
し
て
も
ら

っ
て
い
る
」

　
|
建
設
地
と
し
て
苅
田
町
を

選
ん
だ
理
由
は
？

「
苅
田
町
は
陸
海
空
と
交
通
・

輸
送
手
段
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

燃
料
は
海
外
か
ら
の
輸
入
も
あ

る
た
め
、
港
湾
の
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
る
こ
と
が
必
須
条
件

だ
。
苅
田
町
は
国
際
貿
易
港
で

あ
る
苅
田
港
を
有
し
、
24
時
間

発
着
可
能
な
北
九
州
空
港
も
近

い
」

「
福
岡
県
と
大
分
県
で
発
生
し

た
間
伐
材
等
の
未
利
用
材
も
使

用
す
る
。
そ
れ
を
運
搬
す
る
の

に
必
要
と
な
る
道
路
網
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
産
業

に
と
っ
て
は
最
適
な
地
だ
」

　
|
地
域
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
？

「
発
電
所
で
の
直
接
的
な
雇
用

に
加
え
、
港
湾
や
物
流
の
活
性

化
、
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

多
様
な
分
野
で
波
及
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
先

ほ
ど
も
述
べ
た
が
、
全
燃
料
の

う
ち
10
%
ほ
ど
が
福
岡
県
と
大

分
県
で
発
生
し
た
間
伐
材
等
の

未
利
用
材
と
な
る
。
地
域
の
林

業
に
と
っ
て
は
大
き
な
数
字
で
、

生
産
業
者
や
木
材
運
搬
業
者
に

貢
献
で
き
る
」

　
|
レ
ノ
バ
の
成
長
戦
略
は
？

「
日
本
と
ア
ジ
ア
に
お
い
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
革
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
海
外
で
は
既

に
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
進
出
し
て

お
り
、
今
後
も
国
内
は
も
と
よ

り
海
外
へ
の
展
開
も
加
速
し
て

い
く
。
そ
の
際
に
も
『
共
存
共

栄
』
の
精
神
を
核
と
す
る
。
現

地
の
風
土
や
文
化
を
尊
重
し
つ

つ
、
そ
の
地
に
あ
っ
た
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
の
発
電
所
を
作
る
こ

と
を
徹
底
す
る
。
現
地
採
用
も

積
極
的
に
進
め
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
国
内
で
あ
ろ

う
と
国
外
で
あ
ろ
う
と
揺
ら
ぐ

こ
と
は
な
い
」

　
|
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
は
？

「
一
例
だ
が
、
太
陽
光
発
電
所

を
作
る
際
に
も
土
地
を
均
し
て

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
る

の
で
は
な
く
、
元
の
地
形
を
活

か
し
て
パ
ネ
ル
を
敷
い
て
い
く
。

技
術
力
を
要
す
る
が
、
社
内
で

全
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
し
て
担
当

す
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
レ
ノ
バ

の
強
み
だ
」

再
エ
ネ
が
生
み
出
す
地
域
貢
献

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
よ
る
波
及
効
果

インタビュー

　2000年創業。再エネ発電所の
新規開発・運営管理を手掛ける。
日本とベトナムの計25カ所で発
電事業を展開、このうち国内13
カ所の発電所が稼働中。資本金
22億6900万円。21年3月末の売
上高は連結で205億5300万円、
従業員数238人。東証１部上場。

企業概要　レノバ

苅田町を
バイオマス発電の集積地に

地域の資源を活用した再エネ事業

大出 賢幸氏 
苅田バイオマスエナジー社長

　おおいで・まさよし
　北海道大学工学部卒業。
機械工学を学んだのち、川
崎重工業などにて流動層ボ
イラの開発設計などに従事。
レノバでは、発電所の運営
管理全般を統括。

地域に根ざしたオンリーワンの発電所を作る

苅田町でバイオマス発電所が操業開始
バイオマス発電のしくみ

地
域
に
適
し
た
発
電
所
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
す
る

『
共
存
共
栄
』が
事
業
の
要

政府は4月、2030年度の温室効果ガス排出量を2013年度比で46％削減するという目標を掲げた。目標達
成に不可欠なのが再生可能エネルギー（再エネ）の普及だ。福岡県苅田町では６月、国内最大級の木質バイ
オマス発電所「苅田バイオマス発電所」が稼働を開始し、九州でも再エネ熱は高まっている。再エネ専業企業
であるレノバで発電所の運営管理全般を統括する役員へのインタビューを中心に、再エネの現状を紹介する。

広 告

三原グループ社長
三原 茂氏

日本フォレスト社
長　森山 和浩氏

中山リサイクル産
業社長  中山 智氏

タービン 発電機

燃料

木質
ペレット

木質
チップ

パーム
椰子殻
（PKS）

蒸気

九州で高まる再エネ熱

苅田バイオマス発電所の外観。一般家庭
約17万世帯の年間送電電力量を賄う。
18年６月着工、21年6月に運転開始。
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